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た
わ
む
れ
て
癒
し

　

ア
マ
ゾ
ン
一
帯
に
生
息
し
体
長
一
㍍
以
上
に

も
な
る
世
界
最
大
の
げ
っ
歯
類
、
と
書
く
と
、

何
や
ら
巨
大
ド
ブ
ネ
ズ
ミ
的
な
も
の
を
思
い
起

こ
す
。
し
か
し
て
そ
の
実
態
は
、
最

近
の
癒
し
系
ブ
ー
ム
の
先
鋒
を
い

く
動
物
「
カ
ピ
バ
ラ
」
の
こ
と
だ
。

　

野
生
で
は
ラ
ッ
コ
並
み
の
潜
水
能
力
を
駆
使

し
て
天
敵
か
ら
逃
れ
る
彼
ら
も
、
危
険
の
全
く

な
い
動
物
園
で
は
ナ
マ
ケ
モ
ノ
並
み
に
動
か

ず
、
い
つ
見
て
も
寝
て
い
る
よ
う
に
す
ら
思
え

る
。
そ
の
た
た
ず
ま
い
と
ポ
テ
ッ
と
し
た
体
躯

が
人
気
と
な
り
、
写
真
集
ま
で
発
売
さ
れ
、
ネ
ッ

ト
で
は
各
地
の
動
物
園
で
ど
の
位
近
く
で
見
れ

る
か
が
情
報
交
換
さ
れ
た
り
し
て
い
る
。

　

そ
ん
な
観
察
ス
ポ
ッ
ト
の
中
で
フ
ァ
ン
に

「
聖
地
」
と
ま
で
呼
ば
れ
て
い
る
の
が
長
崎
県

に
あ
る
「
長
崎
バ
イ
オ
パ
ー
ク
」
。
自
然
地
形

を
活
か
し
て
檻
や
柵
を
で
き
る
だ
け
排
除
し
、

動
物
が
放
し
飼
い
さ
れ
た
空
間
に
人
間
が
歩
み

入
る
よ
う
な
構
成
が
特
徴
の
施
設
だ
。

　

カ
ピ
バ
ラ
は
大
き
な
池
を
中
心
に
し
た
ス

ペ
ー
ス
に
常
時
十
数
匹
が
い
る
が
、
や
は
り
八

割
方
は
寝
て
お
り
そ
の
他
は
気
ま
ま
に
食
べ
た

り
泳
い
だ
り
。
入
場
者
は
触
る
の
も
売
り
餌
を

与
え
る
の
も
Ｏ
Ｋ
で
、
人
の
存
在
を
全
く
気
に

留
め
る
風
で
な
い
た
め
、
好
き
な
人
に
は
ま
さ

に
こ
れ
以
上
な
い
場
所
と
な
っ
て
い
る
。

　

た
だ
、
触
っ
て
良
い
と
い
っ
て
も
や
は
り
温

か
く
見
守
る
の
が
本
当
の
フ
ァ
ン
。
ツ
ワ
モ
ノ

は
キ
ャ
ン
プ
椅
子
ま
で
持
ち
込
ん
で
日
な
が
一

日
眺
め
て
癒
し
を
味
わ
っ
て
い
る
そ
う
だ
。

　札幌市円山動物園は１９５１年の開園。わず
か数種の動物から始まった展示は拡充と改
変を重ね、世代を超えて札幌市民に親しま
れてきました。その円山動物園でこのたび
新施設「エゾヒグマ館」が完成。ゴールデ
ンウィークを前に一般公開が始まりました。
　エゾヒグマは近年、その個体数の減少が
危惧される北海道生息のヒグマで、日本の
固有種としてはもっとも大きな陸上哺乳動
物です。その展示にあたっては動物が狭い
ブースを行き来する「常動行動」をなくし、
さらに来場者にその生態を垣間見せるため
のさまざまな工夫が盛り込まれています。

　長さ４０ｍ、幅１２ｍの巨大な展示スペー
スは土が敷かれて自然の植物が生育し、食
事や冬眠に使う洞穴状の空間も用意するな
ど野生の環境が凝縮されていて、餌やりも
草むらの中に放るように行うため、エゾヒ
グマがそれを探し歩く様もひとつの展示と
して活かされています。

　施設全体は大きな壁に囲まれており、人は
その一部を切り欠いた窓状の部分から観覧、
人間の視線がストレスにならないよう配慮

され、リラックスした姿を見ることができ
ます。

　このエゾヒグマ展示施設でその景観演出
に一役買っているのが岡三リビックの人工
岩「ロッキーステージ」です。日よけや雨宿
りのために設けられたニッチ部分が岩場の
ようにデザインされ、ここでくつろぐエゾ
ヒグマの姿はまさに自然の一部を切り取っ
たかのような雰囲気を醸し出しています。

　世界中で希少動物の保護が叫ばれる中、動
物園の役割もただその動物の姿形を見せる
ものから、より野生に近い環境を再現して
健全な生育を促すものへと変化しています。
人工岩「ロッキーステージ」は、そのリア
ルな造形によって各地の動物園、水族館で
採用実績を持ち、自然な環境の演出に応え
ています。

施 主
工 事 名

施工会社
施工規模

札幌市都市局建築部
円山動物園エゾヒグマ館
新築工事
丸菱建設 ( 株 )
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物
件
概
要

主を待つ展示施設。 中央奥が 「ロッキーステージ」 部分


